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研究要旨 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染拡大と発症を防止することが必要である
が、我が国では症状が出て初めて感染が判明する HIV 症例は総報告数の約 30％を占
める。そのうち就労世代は約 76％を占め、保健所等無料匿名検査を利用しにくい就
労世代において発症する前に HIV 感染を検知する機会が失われている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基づき事業者が労働者に対して実施する
定期健康診断（規則第 44 条）において事業者に結果を知られること無く受けられ
る HIV 検査環境を健診施設に整備する方法の検討、健診受診者に最新の HIV 治療の
情報や支援制度・支援組織を紹介することによる HIV/エイズの啓発、定期健康診断
の機会に実施するHIV検査を通じて潜在的な感染者を発見するための費用対効果の
評価を行う。今年度は流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイピング、健診センタ
ー･人間ドック施設における HIV･梅毒検査の試行、健診施設で使用する HIV･梅毒検
査案内の作成、健診機会を利用した HIV 知識習得の有効性の推定を実施した。 
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Ａ.研究目的 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染の
拡大と発症を防止することが必要であるが、
我が国では症状が出て初めて感染が判明す
る HIV 症例が 2016 年の総報告数の約 30％
（1448 例中 437 例）を占め、そのうち就労世
代の 30〜59 歳は約 76％を占める。大阪府内
における我々の調査でも同様の結果が得ら
れている（川畑、南界堂通信 2013 年春号、
MASH 大阪編）。HIV 検査は保健所での無料匿
名検査を軸とするが、時間・空間的制約から、
就労世代にとっては利用しにくい。その結果、
発症する前にHIV感染を検知する機会が失わ

れている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基
づき事業者が労働者に対して実施する定期
健康診断（規則第 44 条）において匿名 HIV
検査を事業者に結果を知られること無く受
けられる環境を健診センターあるいは人間
ドック施設（以下、健診施設）に整備する方
法の確立、健診受診者に最新の HIV 治療の情
報や陽性者向け支援制度・支援組織を紹介す
ることによる HIV/エイズの啓発、定期健康診
断の機会に実施するHIV検査を通じて潜在的
な感染者を発見するための費用対効果の評
価を行う。 
 今年度は以下の研究を行った。 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
(2) 健診センター･人間ドック施設における

HIV･梅毒検査の試行 
(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す

る HIV･梅毒検査案内の作成 
(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効

性の推定 
 

Ｂ.研究方法 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピングに関する研究 
 本研究では、梅毒トレポネーマの流行
が一般住民の男女に拡大している事を
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明らかとするため、ゲイ･バイセクシャ
ル男性の梅毒疑い患者、異性愛の男女の
梅毒疑い患者から得た潰瘍滲出液のス
ワブ検体あるいは尿検体合計 95 検体か
ら DNA を抽出し、梅毒トレポネーマ遺伝
子のタイピングを実施した。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 

健診施設において、実際に HIV 検査･
梅毒検査の試行を行うため、協力健診施
設を募り、実施に向けた協議を重ねた。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

   健診施設における HIV･梅毒検査提供
時に広報資材兼啓発資材として健診利
用者全員に配布する検査の案内を作成
した。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

   広報資材による知識習得の効果を評
価するには、知識提供前後の HIV 感染症
に関する理解度を比較する必要がある
ため、今年度は、健診センターの受検者
を対象に知識提供前のHIV感染症に対す
る理解を測る書面調査を行った。 

 
Ｃ.研究結果 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
検体 95例中、TpN47遺伝子あるいはpolA
遺伝子のPCR法が陽性であった検体は36
例（37.9%）であり、その内訳は異性愛
男性が１８例、異性愛女性が１１例、MSM
が７例であった。梅毒遺伝子のarp, tprE, 
tprG, tprJ, tp0548 を指標に用いた
Enhanced CDC -typing（ECDCT）法と、
tp0136, tp0548, 23S rRNA の塩基配列を
指標にしたSequencing-based Molecular 
Typing（SBMT）法を併用した結果、梅毒
トレポネーマ（ Treponema pallidum 
subsp. pallidum）(TPA)の SS14 系統が
31 例（86.1%）、TPA の Nichols 系統が 1
例（2.8%）、TEN が 2 例（5.6%）であっ
た。また、感染経路が異性間性的接触の
検体では、14d/f-SSR8 の遺伝子型の TPA
が 78.6%と多くを占めており、特に女性
の検体の 90.9%がこの遺伝子型であった。
一方、同性間性的接触の検体ではこの遺
伝子型の TPA は 1 例も認められず、それ
以外の多様な遺伝子型が検出された。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における

HIV･梅毒検査の試行 
 協力の得られた沖縄県那覇市の健診
施設と協議を重ねた結果、以下のような
枠組みで健診利用者に検査の提供をし
て頂けるようになった。 
･研究班開発の検査案内兼啓発資材の使
用。 
･HIV スクリーニング検査と梅毒 TP 抗体
検査の提供。 
･結果返却は陽性者については対面で、
陰性者は圧着ハガキによる本人宛親展
の郵送で実施。 
･陽性者は那覇市保健所に紹介し、那覇
市保健所にてカウンセリングとHIV確認
検査･梅毒の定量検査を実施し、陽性の
場合は医療機関（拠点病院や専門医院）
に紹介する。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 
読みやすさと堅く無い印象になるよ

う配色やイラストの使用にこだわった
案と、内容は等しく、検診施設のイメー
ジに合わせた案の２種類の案内を作成
した。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 
 沖縄で行なったアンケート調査には
男性 48 名、女性 54名、不明１名の計 103
名が参加し、内閣府の調査対象と同様の
性比であったが、年齢構造には差が見ら
れた。 
 HIV 感染症とエイズの関係の認識につ
いては、同じ事を意味すると思っていた
という回答が一番多く、エイズの印象に
ついては、死に至る病であるという回答
が一番多く、HIV 感染の原因については、
無防備な性行為という回答が一番多か
った。HIV・エイズの最新情報の認知度
については、治療方法は進歩しているが、
完治させる事はできず、薬を飲み続けな
ければならないという回答が一番多く、
HIV に感染したと思った場合の行動につ
いては、診療所いや病院で相談するとい
う回答が一番多く、保健所での匿名・無
料の HIV 検査の認知度については、知っ
ているという回答と知らないという回
答が同数であった。保健所で HIV 検査を
受けやすくするために重要な事につい
ては、匿名・無料で受けられることの周
知という回答が一番多かった。 
 また、HIV とエイズの関係の認識につ
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いて、18 歳から 29歳まで、50 歳以上の
年齢群が、エイズの印象については 60
歳から 69 歳までを除いた全年齢群が、
HIV・エイズの最新情報の認知度は 30 歳
以上の年齢群全てにおいて、HIV に感染
したと思った場合の行動については 18
歳から49歳までと50歳から59歳まで、
保健所での匿名・無料の HIV 検査の認知
度については 18 歳から 59 歳までに、内
閣府の調査結果との大きな差が見られ
た。 

 
Ｄ.考察 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
本研究の目的は、異性愛者の男女で梅

毒が感染拡大していることを証明する
ことであったが、大阪においては世界的
に感染が拡大している SS14 系統の梅毒
トレポネーマが、異性愛者の男女の間で
流行している事、さらに男性同性間性的
接触と異性間の性的接触では流行して
いる梅毒トレポネーマに差があること
を日本で初めて明らかにした(J Clin 
Microbiol.2019 Vol.57(1), 
doi:10.1128/JCM.01148-18.)。 

この成果を自治体に還元し、梅毒対策
として健診施設における HIV･梅毒検査
モデル事業を導入する様、働きかけてい
きたい。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 今回、具体的な協力健診施設が得られ、
ゼロから実際に健診における HIV･梅毒
検査を提供する事が出来る様にまでこ
ぎ着けられたことで、他の健診施設へ協
力を呼びかけた場合に、協力施設が得や
すくなる効果も期待でき、本研究におい
て非常に大きな成果となったと考える。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

資材に盛り込む必要のある啓発の語
句や表現については、ある程度予想でき
るが、啓発資材がどの様なデザインであ
れば、知識や受検者数の向上に寄与する
かは、実際に試用してみて、比較しなけ
れば、明らかにすることは難しいと考え
る。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

沖縄のアンケートにおけるHIVとエイ

ズの関係の認識について、正しく理解し
ていたと回答した人数が少なかった。こ
れは、本研究の調査対象がまだ HIV の理
解度を高める事ができる余地がある事
を意味し、本研究の主題である、健診施
設でのHIVの知識習得の効果が期待され
る。そして、低年齢群ほど、保健所など
の相談窓口に相談すると回答した人数
が少なかった。これは内閣府の調査結果
と合致する結果であった。若年層の一般
市民の保健所の活用の促進の為には、自
治体による情報提供等の活動が必要で
ある事が示唆される。 

 
Ｅ.結論 
(1)流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピング 

大阪地域の異性間性的接触で流行して
いる梅毒トレポネーマは、男性同性間の性
的接触で流行している梅毒トレポネーマ
とは異なるタイプ（遺伝子型）であること
を明らかにした。 

(2)健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 

これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利
用者に提供していなかった健診施設にお
いて、検査を提供する直前までこぎ着けた。
今後、他の健診施設への波及効果が期待さ
れる。 

(3)健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

  手にした者のHIVと梅毒の知識習得を
可能とする、健診施設における HIV･梅毒
検査の案内資材を試作した。今後、実際に
使用し、その効果を検証する。 

(4)健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

  本研究の調査対象では HIV の知識習得
に余地があり、健診施設での HIV の知識習
得の効果が期待される。 

 
Ｆ.健康危険情報 

報 告 内 容 : 本 邦 で 初 め て Treponema 
pallidum subsp. endemicum（TEN）に感染
した風土病性梅毒（bejel:ベジェル）の患
者 5名（全員が MSM）を、遺伝学的に確認
した。患者の中には渡航歴の無い者も含ま
れ、梅毒トレポネーマ（TPA）の流行に紛
れて TEN が国内で流行していることが懸
念される。 
情報源:Kawahata T, et al, Emerging 
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Infectious Diseases, 2019, in press.
（accepted on 20-May-2019.） 
https://wwwnc.cdc.gov/eid/article/25/
8/18-1690_article 
情報に関する評価・コメント: 
グレードＢ情報（情報提供・経過注視） 
コメント（本邦において健康への影響が

あり、科学的根拠も明確だが、梅毒トレポ
ネーマと同じ治療法が有効であり、検査診
断も梅毒トレポネーマと同じ方法で可能
である為、緊急性に乏しい。） 
その他: 論文公開後、ゲイコミュニティを
通じゲイ･バイセクシャル男性へ情報提供
を行うことを検討中である。 
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